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質問予定概要
	
	
	質問日
	令和８年９月25日 １番

	発言の種別
	　・代表質問
	　・一般質問

	発　　言　　の　　要　　旨
	答弁を求める者

	項　　　目
	内　　　　　　　　容
	

	１．東西二極の一極 副首都・大阪の確立
	　
	　

	(1)大阪がめざす副首都像における首都機能のバックアップ
	・首都圏での大規模災害に備えた平時からの対応や発災時の対応など、首都機能バックアップについて「大阪がめざす副首都像」の取りまとめに向けて、どのように検討を進めていくのか伺う。
	西島 副首都推進局長

	(2)大阪がめざす副首都像（多極分散型経済圏の形成の中核機能）
	・大阪が副首都として、我が国の経済成長をけん引する多極分散型経済圏の中核を担うため、大阪の特性やポテンシャルを活かした機能の集積とエリアの形成等について、どのように検討を進めていくのか伺う。
	西島 副首都推進局長

	(3)大阪がめざす副首都像（法定協議会での議論）
	・副首都としてふさわしい地方行政体制について議論を進めている法定協議会においても、「大阪がめざす副首都像」について議論し、協定書案にもその内容を盛り込むべきと考えるが、所見を伺う。
	吉村 知事

	(4)特別区設置後の職員体制
	・特別区設置後の職員体制について、考えを伺う。
	吉村 知事

	(5)住民投票の日程
	・特別区の設置にあたって必要となる住民投票を統一地方選と同日に実施することについて、附帯決議があっても考えは変わらないか伺う。
	吉村 知事

	(6)副首都における基礎自治体のあり方
	①副首都における基礎自治体のあり方について、どのように取り組んでいるのか伺う。
	吉村 知事

	
	②副首都における基礎自治体のあり方議論を踏まえ、基礎自治体がめざすべき将来の姿を府として示すべきと考えるが、考えを伺う。
	吉村 知事

	(7)副首都にふさわしい広域鉄道ネットワークの推進
	・副首都をめざす大阪には、リニア中央新幹線及び北陸新幹線の大阪までの早期全線開業の実現が不可欠であると考えるが、所見を伺う。
	吉村 知事

	(8)新大阪駅エリアのまちづくり
	・副首都にふさわしい国際ビジネス機能や交流機能などの集積に向け、官民一体となったまちづくりを加速すべきと考えるが、所見を伺う。
	日田 大阪都市計画局長

	(9)なにわ筋線事業
	・先月開催されたコストマネジメント会議において府が確認した内容及び、国の鉄道関係予算に限りがある中、2031年春開業に向けて必要となる事業費の確保の考え方と今後の取組について伺う。
	美馬 都市整備部長

	２．成長し続けるグローバル都市・大阪
	　
	　

	(1)大阪がめざす副首都像とBeyond EXPO 2025の連携等について
	・今後、「大阪がめざす副首都像」と「Beyond EXPO 2025」はどのように連携していくのか、所見を伺う。また、地域未来戦略における府が提出した各計画の状況について伺う。
	彌園 政策企画部長

	(2)未来創造会議における最先端技術の実装化・産業化
	・主要事業の一つである、大阪・関西万博で披露された最先端技術の実装化・産業化に関して、先般決定された具体的取組を実効性あるものとするためには、未来創造会議を単なる意見交換の場ではなく、社会実装を推進する司令塔として機能させることが重要と考えるが、現在の取組状況と今後の方針、大阪府の取組を伺う。
	東口 商工労働部長

	(3)カーボンニュートラル技術の社会実装と脱炭素製品等の需要創出
	①カーボンニュートラル分野の産業振興に向けてどのように取り組んでいくのか、所見を伺う。
	東口 商工労働部長

	
	②様々な脱炭素製品等について、温室効果ガス排出量の「見える化」を進め、その環境価値を評価し、普及していくことが重要と考えるが、府としてどのように取り組んでいくのか伺う。
	原田 環境農林水産部長

	(4)ペロブスカイト太陽電池の府域実装の推進
	・府域での導入拡大に向け、具体的にどのような取組を進めていこうとしているのか伺う。
	原田 環境農林水産部長

	(5)ライフサイエンス国際拠点の形成に向けたWHXの継続開催
	・今年度どのような取組を行ったのか、また、イベントの継続開催をどのような将来像のもとで推進していく考えか伺う。
	東口 商工労働部長

	(6)中之島クロス医療クラスター
	・これまで培ったネットワークを活用し、中之島クロスでの再生医療等の社会実装の推進に向けて、今後どのように再生医療等に係る課題に取り組んでいくのか伺う。
	東口 商工労働部長

	(7)Global Startup EXPO 2026を契機としたディープテック産業クラスターの形成
	・今年度のGlobal Startup EXPO 2026において、どのようなことを目指し、来年度以降にどうつなげていこうとしているのか伺う。
	東口 商工労働部長

	(8)国際金融都市の実現に向けた投資促進の取組
	・国際金融都市の実現に向けて、今後どのように成長産業分野への投資を促進していくのか伺う。
	彌園 政策企画部長

	(9)個人のデータ主権の確立をめざす次世代デジタル基盤
	・「データ主権」・「安全なデータ流通」といった分野に係る実証や実装に取り組むとともに、その成果を全国に積極的に発信していくべきと考えるが、所見を伺う。
	市瀬 スマートシティ戦略部長

	(10)デジタルインフラの整備
	・今後、デジタルインフラ整備をどのようなビジョンのもとで進めていくのか伺う。
	市瀬 スマートシティ戦略部長

	(11)ORDENの今後の展開
	・AIの進化を踏まえた今後のORDENの展開について伺う。
	市瀬 スマートシティ戦略部長

	(12)大阪府におけるAIエージェント活用の取組
	・AIエージェント実証の取組状況及び導入に向けた今後の方針について伺う。
	市瀬 スマートシティ戦略部長

	(13)府政広報の取組の現状と広報のあり方
	・現在の府の広報の考え方と今後の広報のあり方について伺う。
	松阪 府民文化部長

	(14)大阪IRを見据えた地域資源の活用・府内周遊の促進
	・大阪IRの開業を見据え、万博期間中の実績等も踏まえ、今後どのように地域の魅力発信や周遊促進を展開していくのか伺う。
	松阪 府民文化部長

	(15)市町村の観光振興施策への支援強化
	・宿泊税を活用した補助制度について、市町村がより思い切った観光振興施策に取り組むことができるよう、補助上限額や補助率を引き上げる等制度を改善すべきと考えるが、所見を伺う。
	松阪 府民文化部長

	(16)文化財の観光活用
	・観光資源としての価値や府民への還元、保存・継承の必要性など総合的な観点から、宿泊税をはじめとする財源を活用し、文化財の活用と観光振興を一体的に進めていくべきと考えるが、所見を伺う。
	水野 教育長

	３．子ども輝く未来創造都市・大阪
	　
	　

	(1)府立高校の広報改革
	・取組の１つとして実施している「域内横断型プロモーション活動支援事業」の目的と内容について伺う。
	水野 教育長

	(2)中高一貫校の設置
	・府立中高一貫校の設置について、現在の進捗状況を伺う。
	水野 教育長

	(3)府立支援学校における自立と社会参加に向けた力の育成
	・府立支援学校における切れ目のないキャリア教育の取組について説明を求める。また、教員が子どもの学びを社会的自立や就労につなげて捉える視点を持つため、教職員対象の研修を今後どのように充実させるべきであると考えるか、所見を伺う。
	水野 教育長

	(4)聴覚障がい児が学校生活で手話を自由に使用することができる環境の実現
	・教員の専門性向上をはじめ教育環境の整備を府立支援学校ではどのように取り組んでいるのか、また、手話を使用する子どもが、手話を自由に使用することができる教育環境となっているのか、実態把握が必要と考えるが、所見を伺う。
	水野 教育長

	(5)大阪公立大学における産学官民共創の取組
	・大阪公立大学における大阪の成長・発展への貢献に向けた産学官民共創の取組状況について伺う。
	西島 副首都推進局長

	４．誰もが健やかに暮らせる健康寿命都市・大阪
	　
	　

	(1)就労継続支援事業所に対する指導強化について
	・就労継続支援事業所の運営をめぐっては、制度の趣旨や利用者保護の観点から看過できない事案が生じており、就労継続支援事業所に対する運営指導を強化していく必要があると考えるが、所見を伺う。
	金森 福祉部長

	(2)卵子凍結
	・府試行事業によるプレコンセプションケアの推進を継続しつつ、希望する女性に対し卵子凍結の支援が行えるよう、国モデル事業を活用し早期の事業実施に向け検討を進めていただきたいが、所見を伺う。
	西野 健康医療部長

	(3)泉佐野市による赤ちゃんいのちのバトン・内密出産
	・事業開始にあたって最も重要となる受け皿の確保のため、どのような方策を検討しているのか伺う。
	金森 福祉部長

	(4)産後ケア事業集合契約
	・契約単価や利用者の属性などに応じた単価の加算制度のあり方について継続的に検証・見直しを行うとともに、短時間利用などニーズに応じた新たなサービス類型の追加についても検討を進めるべきと考えるが、今後どのように取り組んでいくのか伺う。
	西野 健康医療部長

	(5)医療DXの推進
	・大阪の医療課題の解決に資するDXの方向性を検討し、戦略的に医療DXの取組を進めていくべきと考えるが、どのように推進していくのか伺う。
	西野 健康医療部長

	(6)アスマイルの会員獲得と効果検証に向けた取組
	・リニューアルを機に会員獲得及びアプリの利用促進に向けてどのように取り組んでいくのか、また、府民の行動変容に関する効果検証をどのように行っていくのか伺う。
	西野 健康医療部長

	(7)「人生会議（ACP）」のきっかけづくりに向けた幅広い分野との連携
	・「人生会議」を実践するためには、医療のみならず幅広い分野との連携により、きっかけづくりを進めていくことが効果的だと考えるが、今後の取組について伺う。
	西野 健康医療部長

	５．犯罪のない災害・有事に強い安心安全都市・大阪
	　
	　

	(1)SNS型投資・ロマンス詐欺の対策
	・特殊詐欺のうち特に被害金額の大きいSNS型投資・ロマンス詐欺に対する取組について伺う。
	鎌田 警察本部長

	(2)ギャンブル等依存症
	・（仮称）大阪依存症対策センターにおける相談機能をどういったものにしようと考えているのか、また今回の実証事業を通じて、どのような検証を行い、対策センターの相談支援の充実に繋げていくのか伺う。
	西野 健康医療部長

	(3)「ウィズユーおおさか」と関係機関との連携強化
	・「ウィズユーおおさか」と様々な支援を行う関係機関との連携強化に向け、今後どのように取り組んでいくのか伺う。
	奥平 危機管理監

	(4)副首都の警察組織体制
	・大阪が副首都になった際、テロやスパイ活動、サイバー攻撃等のリスクが高まることが懸念されるため、各体制を拡充する必要があると考えるが、現状の認識について伺う。
	鎌田 警察本部長

	(5)災害に強い港湾
	・国が中心となって策定する大阪湾BCPの改訂に合わせ、府営港湾におけるBCPへ的確に反映するなど、災害時の防災体制を強化すべきと考えるが、所見を伺う。
	高橋 大阪港湾局長

	６．産業と自然が豊富で持続可能な都市・大阪
	　
	　

	(1)地域公共交通の確保・維持
	・地域ごとに利用者目線の課題を市町村との意見交換等を通じて把握するなど、それぞれの地域に適した持続可能な地域公共交通を確保できるよう、市町村の取組を支援していくとともに、広域行政として先を見据えた取組が重要と考えるが、所見を伺う。
	美馬 都市整備部長

	(2)持続可能な下水道事業の実現
	・大阪府と市町村が一体となって安定的かつ持続可能な下水道事業を実現するため、具体的かつ即時的な取組について、所見を伺う。
	美馬 都市整備部長

	(3)開発許可等の円滑な対応
	・開発許可等の円滑な対応に向けて、今後どのように取り組んでいくのか伺う。
	美馬 都市整備部長

	(4)大阪府土地利用基本計画の改定
	・計画の改定にあたっては、都市部に関する事項だけでなく、中山間地域などについても土地利用の方向性を示していくことが重要と考えるが、所見を伺う。
	日田 大阪都市計画局長

	(5)府立高校跡地活用
	・施設廃止に伴う処理方針検討についての通知を昨年５月に発出した後、府立高校跡地にかかる検討をどのように進めているのか、また、今後地域の意見も踏まえながら、できるだけ早期に活用がなされるよう進めていくべきと考えるが、所見を伺う。
	金森 財務部長

	(6)これからの指定管理者制度運用のあり方
	・指定管理者制度のあり方と施設のあり方について、現在の検討状況と考え方について伺う。
	金森 財務部長

	(7)商工会・商工会議所による中小企業・小規模事業者支援
	・地域の中小企業・小規模事業者を支える商工会・商工会議所が十分な支援を行うことができるよう、府も対応すべきと考えるが、所見を伺う。
	東口 商工労働部長

	(8)山のおもてなし基本構想
	・現在の「山のおもてなし基本構想」の取組状況と今後の展開について伺う。
	原田 環境農林水産部長

	(9)大阪農業の成長と鳥獣被害対策
	・大阪農業の成長に向け、アライグマを始めとする鳥獣被害対策の取組について伺う。
	原田 環境農林水産部長

	(10)道路及び河川の除草対策
	・手法を含め、今後どのように維持管理水準の充実を図っていくのか伺う。
	美馬 都市整備部長

	(11)大阪港湾全体の機能強化に資する役割のあり方検討
	・大阪全体の港湾の機能強化にどのように取り組むか、所見を伺う。
	高橋 大阪港湾局長

	(12)海洋プラスチックごみ削減と生分解性プラスチック製品の活用の推進
	・海洋プラスチックごみの削減に向け、生分解性プラスチック製品の活用も含め、どのように取組を進めていくのか伺う。
	原田 環境農林水産部長

	(13)全国豊かな海づくり大会の機運醸成と大会レガシー
	・第45回全国豊かな海づくり大会本番までの間、府域全体のさらなる機運醸成に向け、どのような取組を展開していくのか、また、大会のレガシーとして、将来へどのように引き継いでいくのか、所見を伺う。
	原田 環境農林水産部長
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